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・本特記仕様書は、本庄南公園遊具更新工事に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については、次によるものとする。
・令和6年8月　広島県　土木工事共通仕様書、「設計図書（別冊図面、仕様書）」、「福山市建
設工事執行規則」、「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類
・小黒板情報電子化を実施しない工事写真について、監督員の承諾を得る必要はないものとす
る。

・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて、工程表を作成し、発注者に提出すること。工期の
変更契約についても同様とする。

・受注者は、監督員と協議し、地先住民、町内会長、土木常設員に工事着手及び工事完了の報告
を行うこと。また、工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的な施工内容、方法、時期等
の説明を行い、承諾を得ること。
・受注者は、工事着手の際に、あらかじめ沿線地権者に施工内容等についての説明を行い、承諾
を得ること。

・受注者は、工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

・本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

・鉄筋コンクリート（呼び強度21及び24）の水セメント比については55％以
下、無筋構造物のコンクリート（呼び強度18）の水セメント比については
60％以下とすること。

・本工事の工期は、工事検査期間として、14日間を見込んでいる。

・当該工事により発生する建設発生土は、公の関与する埋立地、建設発生土処分先一覧表に掲載
されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい
積）のいずれかに搬出するものとする。また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費
用）の合計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生
土受入地（一時たい積）を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き残土処分に
要する費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情によ
り、建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入
地又は建設発生土受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は、監督員と受注者が協議
するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認でき
るように計量伝票等を監督員に提出すること。
・実施伝票は原本を提出すること。

第4節　工事に着手すべき期日について

特記仕様書

第1章 総則

第1節 適用

第2節　工程表の提出について

第3節　地元への周知

第3節　建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受
入地（一時たい積））

第4節　特定建設資材廃棄物（アスファルト塊、コンクリート塊等）

第5節　法定外労災保険の付保について

第2章　材料

第1節　コンクリートの配合指定

第3章　施工条件

第1節　検査期間



・建設リサイクル法対象工事（請負代金額500万円以上）の場合、「建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律」を遵守し適正に処理すること。また、法第12条第2項に基づき、法第10条第1
号から第5号までに掲げる事項について下請負人に告知する場合は、告知書の写しを監督員に提出
すること。
・特定建設資材廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」とい
う）を遵守し、適正に処理しなければならない。
・特定建設資材廃棄物は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉市、福山市）
が、廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。
・再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市
（広島市、呉市、福山市）が廃棄物処理法に基き許可した適正な施設のうち受入条件が合うもの
の中から、運搬費と受入費の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由
がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかに
なったやむを得ない事情により、施設への受入が困難な場合は監督員と受注者が協議するものと
する。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認でき
るように計量伝票等を監督員に提出すること。

・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写
し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）

・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監
督員の指示を受けること。

第4章　その他

第1節　その他項目

















図面番号

工　種

種　　別

公 園 名

委託箇所

2／3 縮　　尺

福 　山　 市

番
号

福山市南本庄町二丁目地内

本庄南公園遊具更新工事

本庄南公園

平面図 1
1

図示

令和７年度

国
補

４連ブランコ N=1基 撤去

４連ブランコ N=1基 設置

平面図
S=1：500



図面番号

工　種

種　　別

公 園 名

委託箇所

3／3 縮　　尺

福 　山　 市

番
号

福山市南本庄二丁目地内

本庄南公園遊具更新工事

本庄南公園

構造図 1
1

図示

ブランコA型基礎 一箇所あたり ブランコB型基礎 一箇所あたり

種別 規格 数量 種別 規格 数量

コンクリート 18-8-40BB 0.06ｍ3 コンクリート 18-8-40BB 0.01ｍ3

型枠 0.64ｍ2 型枠 0.24ｍ2

基礎砕石 RC-40 t＝10㎝ 0.25ｍ2 基礎砕石 RC-40 t＝10㎝ 0.09ｍ2

床掘 0.60ｍ3 床掘 0.32ｍ3

埋戻 流用土 0.51ｍ3 埋戻 流用土 0.30ｍ3

ブランコC型基礎 一箇所あたり

種別 規格 数量

コンクリート 18-8-40BB 0.23ｍ3

型枠 0.64ｍ2

基礎砕石 RC-40 t＝5㎝ 2.64ｍ2

床掘 0.87ｍ3

埋戻 流用土 0.42ｍ3

着地マット t＝45㎜ 2.0ｍ2

ブランコ基礎A N＝６基

ブランコ基礎B N＝24基

ブランコ基礎C N＝４基

令和７年度

国
補

平面図

S= 1：60

立面図

S= 1：60

側面図

S= 1：60

ブランコハンガー詳細図

S= 1：10

角イモノ詳細図

S= 1：10

ゴム座板断面図

S= 1：20

C型基礎詳細図

S= 1：60

（W）

4連ブランコ（両面安全柵）

S=図示
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（205）

TAKAO

ゴム座板

（EPDM）

アルミ成型品

（A6063S）

アブソーバーホール

ゴム座板

（EPDM） 吊り金具
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4
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1
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4
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1
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9

M12ボルト止め

FCD450

FCD450

M16ボルトナット締め
FC250

1／2シャックル

M12ボルト止め
桁：76.3φx4.2t FCD450

FCD450

M16ボルトナット締め

1／2シャックル

ボールベアリング

（6202）

FC250

φ
7

7

φ
8

9
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（
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（142）

（146）

3
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1
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M12ボルト止め

桁：76.3φx4.2t

FCD450

FCD450

支柱：60.5φx3.2t

（スーパースチール）

M12ボルト止め

M12ボルト止め

FCD450

M12ボルト止め

支柱：60.5φx3.2t

（スーパースチール）

面とり
金ゴテ仕上げ

接着止め 着地マット（M004・GR）：

弾性ゴム製 t＝45mm

安全領域を示す

継ぎ手
42.7φx2.3t

7φメッキチェーン
支柱：60.5φx3.2t

（スーパースチール）

ゴム座板（EPDM）

着地マット（M004・GR）：

弾性ゴム製 t＝45mm

桁：76.3φx4.2t

C型基礎

A型基礎x6ヶ

着地マット（M004・GR）：

弾性ゴム製 t＝45mm

ゴム座板（EPDM）

7φメッキチェーン

支柱：60.5φx3.2t

（スーパースチール）

FCD450

桁：76.3φx4.2t

支柱：60.5φx3.2t

（スーパースチール）

着地マット（M004・GR）：

弾性ゴム製 t＝45mm

FCD450

7φメッキチェーン

ゴム座板（EPDM）

C型基礎C型基礎

A型基礎

C型基礎C型基礎

A型基礎

B型基礎x24ヶ

42.7φx2.3t

継ぎ手
42.7φx3.5t

A型基礎A型基礎x6ヶ
B型基礎x24ヶ

42.7φx2.3t

継ぎ手
42.7φx3.5t

仕上：　　　　　　　　　　　　　　　2回塗

特記事項（1）

塗装　下地：ジンクロメートメッキ（スーパースチール部は除く）

　　　下塗：特殊エポキシ樹脂系プライマー　１回塗

　　　　　　 合成樹脂高温焼付塗装

　　　　　　 合成樹脂常温乾燥塗装　　　

安全柵の継ぎ手はアルミダイカストとする。

ボルト・ナットは全てジンクロメートメッキとする。

但し、安全柵のボルトはステンレスとする。

スーパースチールは高耐食メッキ材とする。

チェーン及び取り付け金具については、メッキ仕上げ（無塗装）とする。

製品は、ISO9001・ISO14001両規格認証取得企業で製造された製品とする。

製品は、SP認定企業で製造された製品とする。

製品は、（一社）日本公園施設業協会・団体賠償責任保険に加入した製品とする。

製品は、（一社）日本公園施設業協会が策定した

「遊具の安全に関する規準（JPFA-SP-S：2014）」に適合した製品とする。

製品の対象年齢は、6～12歳とする。
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以下 本工事費算出参考資料 

 











































レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5 計　　算 計　　上

工種 種別 細別 規格 単位 数　　量 数　　量 摘　　要

施設整備

遊戯施設整備工

遊具組立設置工

４連ブランコ設置＋安全柵設置 基 1 1 図面3

作業土工

作業土工

床掘 ｍ3 14.76 10 配分表

埋戻 ｍ3 12.3 10 配分表

購入土運搬 ｍ3 1.06 1.0 配分表

購入土 ｍ3 1.06 1.0 配分表

公園施設等撤去・移設工

公園施設撤去工

公園施設撤去

４連ブランコ撤去 基 1 1 図面2

構造物取壊し工

現場発生品運搬

現場発生品及び支給品運搬 t 0.18 0.18 配分表

現場発生品及び支給品積込み・荷卸し t 0.18 0.18 配分表

スクラップ処分費 t 0.18 0.18 配分表

コンクリート取壊し運搬処理

構造物とりこわし工(無筋構造物) ｍ3 0.36 0.4 配分表

殻運搬 ｍ3 0.36 0.4 配分表

Co殻処分費 t 0.8 0.8 配分表

本　工　事　総　括　表



配分表

床掘・掘削 盛土・埋戻

名称 工種 数量（ｍ3） 名称 工種 数量（締固め後土量）（ｍ3）数量（地山土量）（ｍ3）数量（ほぐし土量）（ｍ3）

設置基礎数量表より 床掘 14.76 設置基礎数量表より 埋戻 11.94 13.3 16

撤去基礎数量表より 埋戻 0.36 0.4 0.5

合計 14.76 合計 12.3 13.7 16.5

数量（地山土量）（ｍ3）

不足土 1.06

構造物取り壊し コンクリート処分

名称 工種 数量（ｍ3） 処分量(m3) 処分量(t)

撤去基礎数量表より 無筋コンクリート 0.36 無筋コンクリート 0.36 0.8

鉄筋コンクリート 0 0

スクラップ スクラップ処分

名称 数量（t） 処分量(t)

４連ブランコ撤去 0.18 スクラップ 0.18

締固め後の土量(ｍ3)

C=
地山の土量（ｍ3）

ほぐした土量(ｍ3)
L=
地山の土量（ｍ3）



番号 遊具名 遊具設置箇所数 基礎名 設置基礎数 取壊しコンクリート量(m3) 型枠(m2) 基礎砕石(RC-40）(m2) 床掘(m3) 埋戻(m3) 着地マット(m2) 取壊しコンクリート量(m3) 型枠(m2) 基礎砕石(RC-40）(m2) 床掘(m3) 埋戻(m3) 着地マット(m2)

1 ４連ブランコ撤去 1 ブランコA型基礎 6 0.06 0.36

合計 0.36 撤去によりなくなった基礎の量を埋戻す

撤去遊具 単位数量 合計数量

撤去基礎数量表



番号 遊具名 遊具設置箇所数 基礎名 設置基礎数 コンクリート（18-8-40BB）(m3) 型枠(m2) 基礎砕石(RC-40）(m2) 床掘(m3) 埋戻(m3) 着地マット(m2) コンクリート（18-8-40BB）(m3) 型枠(m2) 基礎砕石(RC-40）(m2) 床掘(m3) 埋戻(m3) 着地マット(m2)

1 ４連ブランコ＋安全柵設置 1 ブランコA型基礎 6 0.06 0.64 0.25 0.6 0.51 0.36 3.84 1.5 3.6 3.06

４連ブランコ＋安全柵設置 1 ブランコ安全策B型基礎 24 0.01 0.24 0.09 0.32 0.3 0.24 5.76 2.16 7.68 7.2

４連ブランコ＋安全柵設置 1 ブランコC型基礎 4 0.23 0.64 2.64 0.87 0.42 2 0.92 2.56 10.56 3.48 1.68 8

合計 14.76 11.94

設置基礎数量表

設置遊具一覧 設置基礎単位数量 合計数量


